
1. 稚苗の発生と定羌条件

〇 士堤と植生のちがいが定宠｛にと’のように関係するか。

〇 更新;て安全な稚樹の大きさをどのように決定するか。

〇除草剤托よる更新の可能性

2. 林分型ごとの収橙と生長

〇更新樹およぴ残存木の生長の迫跡

〇更新調査法の確立

〇単木生長に対する環境条件の影きょう度

3. 伐採と枯死との関連

〇被害回避のための伐採木の選定及び伐採方法

〇伐採による害虫帝度の変動

4・ブナ帯の樹種更改技術

1.試験担当者

東ri岐場育林部艮 山 谷 孝 —

〃 育林第一研究室長 古 川 忠 ほか

〃 育林第二研究室長 加 充 助 ほか

// 育林第三研究室畏 藤 田 桂 治 ほか

2•試験目的

柬北拙方のブナ盤上都に設定した敬更改試験地および各邠造林雑の環境,生長調査をおこな 

い,この姉帯における樹琢更改の可能性について究明する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

I 弘前営林吹?内,岩木山樹椅更改試験址

弘前営林翠管内岩木地区で哭絶しており,施肥および混植の2試験区からなる。植栽後［〇 

年を瞬しており,梅裔はカラマツ5.2〜5. 4 m ,スギ4. 4〜4. 7 m,トドマツ2.5、シラ 

カパ・コパノヤマハンノキ4.〇〜6. 0 mである。母近雪害があらわれてきたが,校書程度は卜 

卜・マッ>カラマツ>スギの順である。

2•川井営林署管内早孙楽山樹種更改試験地

爲海抜地带のヒパ林を伐採した廠・の植戏適応囲種を見出す目的で,外国産4秤•日本産5 

種の・樹おを様裁し生長翱査をおこなってきた。4 4年度の調査では,樹高直径生長^カラマツ 

>ドイットウヒ>スギ・トトIッ>オウシュウアカマツ・アカエゾマツの順であり,カラマツは 

もっとも盛好•である。8 0 0 m前後の麻海抜地で湿性ポドゾルの性格をおびているが,スギは 

比較的良好な生及を示している。保畏楹として混植したカラマツは,一応目的を達したのて•今 

後,概理する橢tである。

4.昭和4 5年度の洪験計画

t岩木山試験地 秋規枝打(スギ,カラマツ) 区画整理

2.手代沢試験地

5.早池峯山試験址
秋期区画跆I 生长諷査

混植カラマツの整理 スギ楸栽

4.安篆試験地 区而整理 生長洲死


